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ゆたかな心をはぐくむ
104 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

人権啓発標語 「自分から　なくしていこう　差別心」 菊陽中部小学校　５年　畦
あぜ

元
もと

　太
たい

陽
よう
（現在６年生）

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎(232)2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

　広報きくよう内の「菊陽人りさーち」に載りたい
人を募集します。写真、名前、お住まいの地区、趣
味、夢や周囲の人へのメッセージなどを掲載します。
掲載した人には、記念に写真をお送りしています。
■対象者　町内在住の小学生以上の人
　　毎月２人まで掲載しますので、友人や夫婦など
で一緒に申し込むことができます。
■申込方法
　　電話、はがき、メールのいずれかで、氏名・年
齢・連絡先（昼間）をお知らせください。掲載が決
まりましたらご連絡します。

誕生日などの
記念にぜひ！
思い出になるよ！

あなたも広報デビューしませんか
「お風呂の時間たのしいよ」 白鈴園　中本　明

め

衣
い

（６歳）

　おふろであかり（妹）をだっこしているところ。だっ
て、だっこしないとおぼれるもん。
　ママが髪を洗っているとき、パパがまだ帰ってこな
いときは私がだっこするよ。
　おふろのなかで、楽しいおはなしする。
　保育園であったこと、面白いことも話す。
　おふろの時間楽しいけどあんまりつかっているとく
らくらする。

（先生から）明衣さんは、昨年生まれた妹のことが大好きで
す。友だちとの会話の中でもよく妹のことを話
題にしています。妹がかわいくてたまらない様
子です。お風呂では、お母さんが体を洗ってい
る間は妹を抱っこしているそうで、絵に描いて
くれました。お母さんと妹と、楽しそうにお風
呂に入っている様子が伝わってきます。

「楽しいおふろ」 仲良しの友だちと（作者：右端）

「世界人権デー」

　国際連合は1948年（昭和23年）12月10日に世界
人権宣言を採択しました。第１条「すべての人間は
生まれながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利
とについて平等である。・・・」からなる30条の宣
言です。また、国連は1950年（昭和25年）には、世
界人権宣言が採択された日である12月10日を「世
界人権デー」と定めました。我が国では同宣言が
採択されたことを記念して1949年（昭和24年）から
12月４日～10日までの一週間を「人権週間」と定
めています。今年度は第69回目の人権週間となり
ます。12月３日㈰には熊本県人権フェスティバル
（会場：熊本テルサ）、12月９日㈯には菊陽町人権
子ども集会（会場：菊陽中学校）が行われます。この
期間、他にも人権について考えるイベントなどが数
多く催されます。積極的に参加して、人権について
考える機会にしましょう。

　12月10日

　平成18年６月に、「拉致問題その他北朝鮮当局に
よる人権侵害問題への対処に関する法律」が施行さ
れました。この法律は「北朝鮮当局による人権侵害
問題に関する国民の認識を深めるとともに、国際社
会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵害問題の実
態を解明し、及びその抑止を図ること」を目的とし
ています。特に12月10日㈰～16日㈯までの一週間
を「北朝鮮人権侵害問題啓
発週間」としています。北
朝鮮による拉致問題や人権
侵害問題について関心を持
ち、この問題に対する正し
い理解と認識を深めていき
ましょう。

「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
平成29年度

12月10日～12月16日
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